
斎藤　直子　議員

秋元　伸之　議員

一　般　質　問

　　　冷房化
　　　　屋上緑化
教室の冷房化と
　学校の屋上緑化を
　　　冷房化
　　　　屋上緑化

　　　不在交番本市の不在交番
　　　　　の状況は
　　　不在交番

▲少しは涼しく勉強できるかな

▲緊急の場合は110番通報を

議
員
　
文
部
科
学
省
発
表
の
、

公
立
小
中
高
校
「
普
通
教
室
冷

房
化
計
画
」
に
対
す
る
考
え
は
。

教
育
部
長
　
９
年
度
ま
で
に
、

国
の
補
助
を
受
け
、
図
書
室
、

音
楽
室
、
保
健
室
等
を
空
調
化

し
ま
し
た
が
、
夏
季
に
お
け
る

学
習
活
動
や
地
域
へ
の
学
校
施

設
開
放
な
ど
、
必
要
が
広
が
る

こ
と
か
ら
、
国
の
動
向
を
踏
ま

え
、
検
討
し
ま
す
。

議
員
　
無
使
用
の
扇
風
機
を
、

保
護
者
、
町
会
に
募
り
使
用
し

て
い
る
学
校
も
あ
る
。
参
考
に
。

　
ま
た
、
学
校
の
屋
上
等
を
緑

化
し
て
、
夏
季
の
教
室
温
の
上

昇
抑
制
や
、
身
近
な
情
操
・
環

境
教
育
の
場
と
す
る
考
え
は
。

教
育
部
長
　
新
設
校
に
お
い
て
、

屋
上
を
環
境
教
育
・
自
然
観
察

の
場
と
し
て
位
置
づ
け
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
や

断
熱
性
能
の
向
上
、
省
エ
ネ
等
、

複
合
的
な
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
が
、
既
存
の
学
校
に
お
い
て

は
、
土
壌
も
改
良
さ
れ
、
軽
量

化
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
構
造

面
、
安
全
面
を
調
査
・
研
究
し
、

可
能
か
ど
う
か
検
討
し
ま
す
。

議
員
　
都
市
景
観
条
例
に
よ
る

景
観
づ
く
り
や
、
環
境
基
本
計

画
を
実
行
す
る
た
め
に
も
、
連

携
し
な
が
ら
、
学
校
が
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
な
り
、
マ
ン

シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
企

業
な
ど
に
広
が
り
、
緑

化
で
統
一
感
が
図
れ
る

よ
う
に
要
望
す
る
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
需
要
の
充
足
状
況

は議
員
　
介
護
保
険
の
対

象
と
な
ら
な
い
壮
年
層
、

18
歳
未
満
の
市
民
に
つ

い
て
ど
う
な
の
か
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
長

交
通
事
故
や
先
天
性
の
疾
患
な

ど
で
、
障
害
を
持
つ
方
を
中
心

に
、
週
に
２
回
、
機
能
訓
練
室

で
行
っ
て
お
り
、
対
象
は
40
歳

以
上
で
す
が
、
本
市
で
は
20
歳

代
か
ら
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
健
診
で
発
見
さ
れ
、

医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た
身

体
障
害
者
に
対
し
て
、
自
主
的

な
援
助
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
市
で
は
、
母
子
保
健
事

業
の
範
囲
で
の
、
き
め
細
か
な

訪
問
指
導
実
績
が
あ
る
と
の
こ

と
。
こ
れ
を
一
歩
進
め
て
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
発

展
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

議
員
　
警
察
官
の
人
員
不
足
の

た
め
、
一
部
不
在
交
番
が
生
じ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
本
市
の
交

番
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　
ま
た
、
市
民
の
安
全
、
安
心

を
守
る
交
番
が
、
一
部
不
在
と

な
る
現
状
を
、
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長
　
本
市
の
交
番

の
状
況
に
つ
い
て
、
蕨
警
察
署

に
照
会
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
設

置
さ
れ
て
い
る
交
番
の
数
は
、

現
在
８
カ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
交
番
の
人
員
数
は
、
警
備
上

の
理
由
で
公
表
で
き
な
い
と
の

こ
と
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
13
年
の
時
点
で
、

人
口
当
た
り
の
警
察
官
１
人
当

た
り
の
人
口
負
担
は
、
全
国
平

均
が
５
４
３
人
に
対
し
て
、
埼

玉
県
は
７
５
３
人
で
、
40
％
ぐ

ら
い
の
警
察
官
１
人
当
た
り
の

人
数
が
多
い
状
況
で
、
警
察
官

不
足
が
大
変
著
し
い
よ
う
で
す
。

　
県
内
２
６
９
カ
所
あ
る
交
番

の
う
ち
、
半
数
が
３
交
代
６
人

体
制
で
、
２
人
で
行
う
パ
ト
ロ

ー
ル
中
は
、
交
番
に
警
察
官
が

不
在
に
な
る
よ
う
で
す
。

　
蕨
警
察
署
の
話
で
は
、
市
民

の
要
望
と
し
て
、
交
番
に
警
察

官
が
い
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

と
、
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が

あ
り
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
本
市
は
犯
罪
の
発
生

が
多
い
た
め
、
可
能
な
限
り
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
る
の

で
、
結
果
と
し
て
、
不
在
交
番

に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
不
在
交
番
中
は
、
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
を
重
点
的
に
配
置
し
て

い
る
の
で
、
事
件
、
事
故
の
際

は
、
即
１
１
０
番
通
報
を
し
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

議
員
　
蕨
警
察
署
の
移
転
計
画

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
本
市

で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

市
民
生
活
部
長
　
蕨
警
察
署
に

照
会
し
た
と
こ
ろ
、
用
地
の
確

保
は
、
本
年
度
中
に
住
宅
都
市

整
備
公
団
か
ら
購
入
予
定
で
、

建
物
の
計
画
に
つ
い
て
は
未
定

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
戸
田
市
と
し
ま
し
て
は
、
治

安
上
の
視
点
か
ら
、
早
期
に
警

察
庁
舎
が
実
現
す
る
よ
う
、
埼

玉
県
に
要
請
し
て
ま
い
り
た
い
。

熊木　照明　議員

遠藤　英樹　議員

一　般　質　問

　　　　芝生化
学校の校庭を
　　　　芝生化に　　　　芝生化

バランスシートバランスシートの作成
について、今後の方針は
バランスシート

▲市民にわかりやすい情報提供を

▲芝の上は気持ちいいね

議
員
　
12
年
度
に
は
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
を
作
成
し
、
広
報
に
よ

っ
て
公
開
し
た
。
作
成
に
当
た

っ
て
の
基
準
に
は
総
務
省
様
式

の
他
に
も
様
々
な
基
準
が
あ
る

が
、
市
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で

作
成
し
た
の
か
。
ま
た
、
13
年

度
も
作
成
す
る
予
定
な
の
か
。

総
合
政
策
部
長
　
総
務
省
様
式

に
よ
っ
て
作
成
し
ま
し
た
。
13

年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続

き
同
様
の
基
準
で
作
成
し
ま
す
。

議
員
　
総
務
省
様
式
の
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
が
対
象
と
し
て
い
る

会
計
の
範
囲
は
限
定
さ
れ
て
お

り
、
市
の
財
政
の
う
ち
普
通
会

計
の
部
分
の
み
を
対
象
と
し
て

い
る
。

　
公
営
企
業
会
計
な
ど
を
範
囲

に
含
め
、
市
の
財
政
全
体
を
範

囲
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
さ
ら
に
、
本
市
は
土
地
開
発

公
社
に
多
額
の
債
務
を
抱
え
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
公
社
や
第

三
セ
ク
タ
ー
な
ど
も
範
囲
に
含

め
た
連
結
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の

作
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
一
方
、
例
え
ば
群
馬
県
太
田

市
な
ど
で
は
、
市
内
の
公
民
館

の
コ
ス
ト
分
析
を
し
て
利
用
者

負
担
分
と
税
金
負
担
分
の
割
合

を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
事
業

別
や
部
署
別
な
ど
に
財
政
状
態

を
明
ら
か
に
す
る
セ
グ
メ
ン
ト

情
報
を
作
成
し
て
い
る
。

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
合
わ
せ

て
詳
細
に
財
政
状
態
を
示
す
こ

と
は
、
市
民
に
身
近
な
所
で
税

金
の
使
い
道
が
わ
か
り
、
大
変

有
効
と
考
え
る
。
セ
グ
メ
ン
ト

情
報
を
作
成
、
公
表
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

総
合
政
策
部
長
　
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
に
つ
い
て
は
、
依
然
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
検
討
を
重
ね
、
市
の
財

政
に
つ
い
て
、
市
民
に
わ
か
り

や
す
い
情
報
提
供
を
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
納
税
者
に
対
す
る
説
明

責
任
を
果
た
す
た
め
に
は
、
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
充

実
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

　
ま
た
、
事
務
事
業

評
価
と
結
び
つ
け
て
、

と
に
か
く
い
い
物
を

作
れ
ば
良
い
と
い
う

の
で
は
な
く
、
高
額

納
税
者
も
納
得
す
る

よ
う
な
対
費
用
効
果

を
考
慮
に
入
れ
た
税

金
の
使
い
方
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議
員
　
①
市
内
小
・
中
学
校
の

校
庭
を
芝
生
化
す
る
考
え
は
。

②
学
校
開
放
の
運
営
に
つ
い
て
。

教
育
部
長
　
①
県
内
で
、
芝
の

校
庭
や
グ
ラ
ン
ド
を
持
つ
学
校

は
ま
だ
数
校
で
す
が
、
芝
生
で

は
、
転
ん
で
も
衝
撃
を
和
ら
げ

る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
が
ケ
ガ

を
恐
れ
ず
、
思
い
切
っ
て
体
を

動
か
す
こ
と
が
で
き
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
や
外
で
の
遊
び
が
活
発

に
な
っ
た
り
、
ま
た
、
防
塵
対

策
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
の
一
般
開
放
に

よ
り
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
の

地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
芝
生
の
維

持
管
理
に
は
大
変
な
手
間
が
か

か
る
こ
と
、
さ
ら
に
校
舎
の
耐

震
化
な
ど
、
優
先
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
現
状
や
厳
し
い
財
政

事
情
も
あ
り
、
今
後
、
多
面
的

な
視
点
で
調
査
・
研
究
を
行
い
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
設
校
の
グ
ラ
ン
ド

は
、
雨
水
貯
留
機
能
を
持
た
せ

た
計
画
で
あ
り
、
グ
ラ
ン
ド
に

水
を
貯
め
た
場
合
、
芝
が
枯
れ

て
し
ま
う
な
ど
か
ら
、
芝
生
化

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

②
学
校
開
放
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
従
来
か
ら
小
学
校
を
中
心

と
し
て
開
放
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
「
地
域
の
教
育
力
の
向

上
」
と
「
開
か
れ
た

学
校
」
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
た
め
、
昨

年
「
戸
田
市
立
小
学

校
及
び
中
学
校
の
施

設
開
放
に
関
す
る
検

討
委
員
会
」
を
設
置

し
、
改
善
に
向
け
て

検
討
を
し
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
本
年
４
月

よ
り
「
戸
田
市
立
小

学
校
及
び
中
学
校
の
体
育
施
設

等
の
開
放
に
関
す
る
規
則
」
に

基
づ
き
、
学
校
開
放
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
に
つ
い
て

議
員
　
本
市
に
お
け
る
ホ
ー
ム

レ
ス
の
実
態
と
認
識
は
。

市
民
生
活
部
長
　
景
気
低
迷
に

よ
り
、
ま
た
、
誰
か
ら
も
干
渉

さ
れ
た
く
な
く
、
公
園
等
で
寝

泊
ま
り
す
る
な
ど
、
増
加
が
目

立
ち
、
大
き
な
社
会
問
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
ホ
ー
ム
レ
ス
は
、
本
年

９
月
１
日
現
在
、
１
０
１
人
お

り
ま
す
が
、
今
後
、
蕨
警
察
署

や
地
域
防
犯
推
進
員
と
相
互
連

携
を
さ
ら
に
進
め
、
積
極
的
な

対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。


